
する市役所
〜生き残りをかけて〜

　

人
吉
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地

方
分
権
の
進
展
、
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
、
生
活
圏
の
拡
大
と
行
政

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
危
機
的
な
財
政

状
況
な
ど
大
き
く
か
つ
急
激
に
変
化

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
昭
和
61
年

に
策
定
し
た
第
1
次
行
政
大
綱
か
ら

始
ま
り
、
直
近
の
第
3
次
人
吉
市
行

政
改
革
大
綱
（
平
成
15
～
19
年
）
ま

で
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
今
回
の
第
４
次
行
政

改
革
大
綱
の
基
本
指
針
「
人
吉
市
行

政
経
営
戦
略
」
で
は
、「
①
市
民
か

ら
見
て
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
市
役

所
」、「
②
決
し
て
倒
産
し
な
い
安
定

し
た
経
営
基
盤
」、「
③
組
織
、
職
位
、

職
種
を
越
え
て
助
け
合
い
、
挑
戦
す

る
職
員
」
を
市
役
所
の
目
指
す
姿
と

定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
役
所
全
体

で
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
特

に
強
力
に
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
項

目
と
し
て
本
市
が
行
う
べ
き
「
３
つ

の
戦
略
」
の
方
針
と
「
8
つ
の
経
営

戦
術
」
を
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
個
別
の
取
り
組
み
内
容

や
進
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

人
吉
市
は
、
生
き
残
り
を
か
け
、

さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。

問
合
せ　
市
総
務
課
行
政
経
営
係

第４次行政改革大綱「人吉市行政経営戦術計画書」の取り組み

改革の推進期間
　平成21年４月〜平成24年３月（３年間）
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創造する市役所

信頼される市役所

市民とともに歩む市役所

戦略１

戦略２

戦略３

戦術１ 時代の変化に挑戦する職員 ●職員研修の見直し●職員提案の充実と自主研究などの
推進●構造改革特区・地域再生制度の活用●窓口接遇サー
ビス改善運動の実践●庁内人材公募制度の導入

戦術２ 仕事のやり方・改革の継続 ●組織・機構の見直し●行政評価制度の充実●業務改善
活動の実施●目標管理制度の推進●変形勤務労働時間の
導入と活用●道路整備計画の基準づくり●ＯＡシステム・
機器などの基準づくり

戦術３「稼ぐ」「儲
もう
かる」

　　　　　　仕組みづくり
●ふるさと寄附（納税）の推進●企業誘致の推進（雇用
の創出）●有料広告事業の拡大●収納率向上策の実施
●遊休財産の処分と有効活用

戦術４ 市民が納得するサービス
　　　　　　　　　の提供

●分かりやすい手続きや申請書の簡素化●窓口などにお
ける開庁時間の見直し●危機管理体制の充実●地域担当
職員制度の導入●すべての人に配慮したサービスの実践

戦術５ 行政の透明性の充実 ●情報提供と適正化●法令遵守の充実●入札制度の充実
●公会計バランスシート・行政コスト計算書の活用

戦術６ スリムで効率的な財政運営 ●補助金・負担金の見直し●公用車の再編・集中管理の
推進●旅費などの見直し●消耗品などの集中管理の推進
●各種委員会などの見直し

戦術７ 市民参画・協働の推進 ●平成100人委員会の活動推進●スポーツ・文化サポー
ター制度の推進●市民意識調査の定期実施●選挙事務の
見直し・改善●タウンミーティングの定例化●男女共同
参画の推進

戦術８ 行政の役割や関与の見直し ●地域づくり団体の活動支援●事業仕分けの実施●民間
委託などの導入

あなたの「市政に関する意見・提言」を聞かせてください
　いただいた提言については、掲示板、インターネットなどで回答します。下記の①〜③をご利用ください。
①市役所１階正面入口の「ひらめき箱」
②郵送・FAX
　宛先「〒868-8601人吉市麓町16 人吉市役所総務課行政経営係 」『市政提言』と明記してください。
　　　  FAX２４–７８６９
③インターネット　アドレス　http://www.city.hitoyoshi.kumamoto.jp→「市民の掲示板」へ投稿

それぞれの職員が主体的に
改革にチャレンジし続ける組織となる

市民のために役に立つ、
市民に信頼される市役所になる

行政として役割・責任を明確にし、
市民・地域・民間の力を引き出す

市民市民係での
窓口対応

市役所本館の
公用車集中管理

第３回平成 100人
委員会
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2 部門別職員数（各年度４月１日現在）

区　分
職員数

増減 主な増減理由
平成 21 年度 平成 20 年度

一般行政

議　会 ６ ６ 0
総　務 85 79 6 機構改革による再編・統合、市民部の新設
税　務 26 25 1 税徴収業務の増員 
民　生 34 31 3 機構改革による福祉事務所の再編
衛　生 22 24 △ 2 機構改革による保健センターの再編 
労　働 ０ ０ 0
農林水産 24 27 △ 3 農政・林務関係業務の配置見直し
商　工 21 18 3 商工・観光政策業務の増員
土　木 35 42 △ 7 機構改革による契約検査業務などの移管、配置見直し
小　計 253 252 1

特別行政 教　育 41 43 △ 2 退職者の不補充、学校用務の嘱託化

公営企業など

水　道 18 18 0
下水道 ９ 10 △ 1 衛生部門業務対応に伴う減
その他 25 26 △ 1 後期高齢者医療業務の配置見直し
小　計 52 54 △ 2

合　計 346 349 △ 3

2 時差出勤
部　署　名 勤務日時 実施理由

税務課、納税課、財政課（情報システム係）、福祉課、
高齢者支援課、保険年金課、市民課、（市民係）

月・木曜日
10:15 〜 19:00

窓口の開庁時間延長に対応
するため、当番職員に適用

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
役
所
の
人
事
・
給
与
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
条

例
に
基
づ
き
市
職
員
の
数
、
給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
職
員
の
給
与
は
、
職
務
の
内
容
、
国
お
よ
び
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企

業
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1 職員数
平成 20 年４月１日

現在の職員数
Ａ

平成 20 年度中の異動 平成 21年４月１日
現在の職員数

Ａ−B ＋ C＋ D
退　職

B
採　用

C
派遣・人事交流

D
349 人 ９人 ６人 ０人 346 人

（注）「退職」は平成 20 年４月１日〜平成 21 年３月 31日、「採用」は平成 20 年４月２日〜平成 21 年４月１日の間の数。

（参考）５年前・10 年前の職員数
平成 16 年

４月１日現在
平成 11 年

４月１日現在
382 人 397 人

◎職員の任免および職員数

（平成 20 年度中）
区　分 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合
職務上の義務に違反

または職務を怠った場合
全体の奉仕者たるものに

ふさしくない非行があった場合
上記処分に伴う管理職の
管理監督責任による場合 1 1

合　計 1 1
（注）懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、　　

　その責任を追及して行う不利益処分。

◎職員の懲戒処分
（平成 21 年４月１日現在）

区　分 給料（報酬）月額 期末手当
市　長 702,400 円 年間

3.35 月分
６月期＝ 1.60 月分
12 月期＝ 1.75 月分

副市長 603,900 円
常勤監査委員 423,700 円

教育長 534,850 円 ※ 1
議　長 416,000 円 年間

3.35 月分
６月期＝ 1.60 月分
12 月期＝ 1.75 月分

副議長 380,000 円
議　員 357,000 円

（※ 1）教育長は、一般職の職員と同じ
割合で、期末手当・勤勉手当を支給

（注）５月の人事院勧告を受け、６月期に
支給される期末手当は、1.45 月分の支給
としています。

◎特別職の報酬

1 勤務時間……８時間／１日、40 時間／１週間
勤務時間 休憩時間 週休日

8:30 〜 17:15 12:00 〜 12:45 土・日曜日

◎職員の勤務時間そのほかの勤務条件 （注）平成 19 年 10 月１日から勤務時間を８：15 〜 17：
15、休憩時間を12：00 〜 13：00 までとして試行していま
す。なお、６月議会で７月１日から１週間の勤務時間を国に
準じて 38 時間 45 分に改正する条例が可決されました。

市
職
員
の
数
・
給
与
を
公
表
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3 職員の初任給（平成 21 年４月１日現在）
区　分 人吉市 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
短大卒 152,800 円 152,800 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

◎職員の給与
1 平成 20 年度　職員給与費の状況（普通会計決算見込額）

職員数 A
給　与　費 １人当たり

給与費  B/A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ
295 人 10 億 9,549 万２千円 1 億 2,216 万円 4 億 5,208 万６千円 16 億 6,973 万８千円 566 万

（注）「地方財政状況調査表」報告数値による。職員手当は退職手当を含まない。

2 職員の平均給与、平均年齢（平成 21年４月１日現在）
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
322,065 円 341,030 円 41.8 歳

（注）平均給与は期末・勤勉手当を含まない。

7 退職手当（平成 21 年３月 31 日現在）
人吉市 国

支給率 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 定年 30.55 月分   23.50 月分 30.55 月分勧奨 32.76 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分   33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分   47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分   59.28 月分 59.28 月分

そのほかの加算措置 制度なし 国と同じ
定年前早期退職特別措置

（２〜 20％加算）
退職時特別昇給 なし なし

平均支給額 – 2,601 万７千円 −
（注）退職手当の平均支給額は、平成 20 年度に退職した全職種に関する職員に支給された１人当りの平均額。

4 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額（平成 21 年４月１日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 252,600 円 297,900 円 366,000 円
高校卒 214,600 円 251,700 円 309,000 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいう。

5 一般行政職の級別職員数（平成 21 年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容
主事

技師

主事（高）

技師（高）

係長

主任

課長
課長補佐

主幹
主席

課長（困）

課長補佐（高）

部長
次長
参事

部長（高）

職員数（人） 24 34 79 86 41 16 9 289
構成比（％） 8.3 11.8 27.3 29.8 14.2 5.5 3.1 100

（注）（高）は高度な業務、（困）は困難な業務。

　ここに掲載したものは、公
表資料の一部です。
　詳しくは、市の掲示板およ
びホームページに掲載してい
ますのでご覧ください。

【問合せ】
　市総務課職員係
E メール 
  soumu@city.hitoyoshi.lg.jp
ホームページ
http://www.city.hitoyoshi.
kumamoto.lg.jp

6 職員手当（平成 21 年４月１日現在）
期末・勤勉手当
（国と同じ）

年間 4.5 月分
（６月期＝ 2.15 月分・12 月期＝ 2.35 月分）（注）

扶養手当
（国と同じ）

配偶者 13,000 円
その他の扶養親族 １人 6,500 円

通勤手当
（国と同じ）

交通機関・自動車などを利用する場合、
距離に応じて 2,000 円〜 24,500 円

住居手当
（国と一部異なる）

借家の限度額 27,000 円
持ち家 2,500 円

特殊勤務手当
（国と異なる） 税務手当・社会福祉業務手当・選挙事務手当など

（注）５月の人事院勧告を受け、６月期に支給される期末・勤勉手当は、1.95 月分の支給としています。

　平成 21年度の市職員
採用試験に関する記事
は、広報ひとよし７月
15日号に掲載します。

市職員採用試験の
お知らせ
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平
成
21
年
度
の
長
寿
医
療
保
険
料
が
決
定

通
知
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
21
年
度
の
長
寿
（
後
期
高

齢
者
）
医
療
の
保
険
料
額
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
７
月
中
に
保
険

料
額
決
定
通
知
書
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
差
し
引
き
）
の
方
に
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ

て
い
る
方
は
、
今
回
の
決
定
に
よ

り
、
10
月
支
給
分
の
差
し
引
き
か

ら
保
険
料
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
を
納
め
る
方
法
に
は
、

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
が
あ
り
ま

す
。

【
普
通
徴
収
】

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
方
法

対
象
者　

年
金
の
受
給
額
が
年

額
18
万
円
（
月
額
１
５
，
０
０
０

円
）
に
満
た
な
い
方
や
、
介
護
保

険
料
と
長
寿
医
療
保
険
料
の
合
計

額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方
。（
介
護
保
険
料
の

み
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
）

【
特
別
徴
収
】

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
に
よ
る
納

付
方
法

対
象
者　
年
金
の
受
給
額
が
年
額

18
万
円
（
月
額
１
５
，０
０
０
円
）

を
超
え
る
方
で
、
介
護
保
険
料
と

長
寿
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
、

年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

な
い
方
。

　

た
だ
し
、
平
成
21
年
４
月
２
日

以
降
に
75
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
、

平
成
22
年
４
月
か
ら
順
次
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
出
に
よ
り
保
険
料

を
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

▼
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融

機
関
で
の
手
続
き
後
、
市
税
務
課

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
名
義
人
は
、
本
人
以
外
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

市保険年金課

後期高齢者医療係

　保険料は、被保険者１人ひとりにか
かる「均等割額」と、前年の所得に応
じて算定する「所得割額」を合計した
金額となります。

＞＞＞保険料の計算方法

＞＞＞保険料の軽減など
　世帯の所得水準により、国民健康保険と同様に、保険料の が軽減されます。なお、軽減は同一世帯
内の被保険者および世帯主の総所得金額等をもとに判定します。

９割軽減 基礎控除額33万円以下で収入が年金のみ80万円以下

8.5割軽減 基礎控除額33万円以下で年金以外の所得がある方

５割軽減 基礎控除額33万円＋（24.5万円×被保険者数）＊被保険者である世帯主を除く

２割軽減 基礎控除額33万円＋（35万円×被保険者数）

平成21年度熊本県均等割額

46,700円
総所得
金額等 −33万円 ×8.62％
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年金あれこれ

老齢基礎年金

医療費負担が軽くなる ジェネリック医薬品 を使おう！

　市では、国民健康保険被保険者全員へ『ジェネリック医薬品
希望カード』（左）を配付します。これは、診察券と一緒に提
出したり、お医者さん・薬剤師さんに提示すれば、直接言わな
くても薬の切り替えの希望が伝えられるカードです。
　私たちの健康と安心を支える医療保険制度を支えるために、
医療費負担の軽減が期待できるジェネリック医薬品の利用にご
協力をお願いします。
問合せ　市保険年金課国保年金係

●すべての薬にジェネリック医薬品があるわけではありません。
●取り扱っていなかったり、取り寄せになる場合があります。
●医師が使用を認めない場合は切り替えることができません。

ジェネリック医薬品とは？
　最初に作られた薬（先発医薬品＝新薬）の特許期間終了後に、厚生労働省の認可のもとで製造・販売された
薬です。
★新薬と有効成分が同じなので、同等の効果が得られます。
★開発コストが少ないため、新薬より３〜７割安くなります。
★ずっと使われてきた新薬と同等の成分で作られているので、安全です。

おもて

うら

そのほか対
象となる期間

保険料の免
除を受けた
期間

第３号被保
険者※だっ
た期間

厚生年金や
共済組合に
加入した期間

保険料を
納めた期間

　老齢基礎年金は、保険料を納めた期間などが25年以上ある人が65歳になったときに受けることができる年金です。

25年以上必要
（300月）

＊一部免除を受けた期間で残りの保険料を納付しなかった期間は除かれます。
＊昭和16年４月１日以前に生まれた方には、生年月日に応じて60歳まで加入できる期間（加入可能年数）が特例で定められます。

●年金を受けるのに必要な期間

●年金額は79万2,100円
　この額は20歳から60歳になるまでの40年間、すべて保険料を納めた方の場合です。もし、40年間のうち、保険
料を納めなかった期間などがあると、不足する分だけ年金額が減額されます。

●60歳からの国民年金
　保険料を納めていないために老齢基礎年金の受給資格を満たすことができない方や、満額の老齢基礎年金を受給で
きない方は、60歳以降でも65歳になるまで任意加入することにより、受給資格期間を満たしたり、年金額を満額に
近づけることができます。また、65歳以上70歳未満の方は、受給資格期間を満たすまで任意加入することができます。

●変更できる受給開始時期
　希望により、65歳よりも前（繰上げ請求）や後（繰下げ請求）からもらうことができます。

詳しくはお問合せを

問合せ　＞＞＞八代社会保険事務所業務課（☎０９６５–３５–６１２３庶務課）＞＞＞市保険年金課国保年金係

※厚生年金などで扶養になっている配偶者
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人吉市いきいき高齢プラン
　　第４期介護保険事業計画・老人福祉計画

　人吉市では、すべての高齢者が生涯笑顔で暮らせるまちづくりをすすめていくために、「人吉市いきいき
高齢プラン」（期間：平成21年度〜23年度）を策定しました。

本
市
の
総
人
口
は
年
々
減
少

し
続
け
る
一
方
で
、
65
歳

以
上
の
人
口
は
、
団
塊
の
世
代
の

方
が
高
齢
期
に
達
す
る
平
成
24
年

以
降
、
急
激
な
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

高
齢
化
率
も
毎
年
増
加
し
て
い

き
、
３
人
に
１
人
は
高
齢
者
と
い

う
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
人
吉
市
が　
　
　
　
　

　
　
　
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

介
護
予
防
と
要
介
護
状
態
の　

　
　
　
　
　
　
　
重
度
化
防
止

　

高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
介
護
が

必
要
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
介
護
予
防
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
っ
て
も
、
残
存
機
能
を
活
か
し

な
が
ら
そ
れ
以
上
重
度
化
し
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
充
実
と
質
の
向
上

　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
速
や
か
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
、
小
規
模
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
の
適
正
化
を

図
る
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
育
成
・
支
援
に
努
め
ま

す
。高

齢
者
の
尊
厳
の
保
持

　

高
齢
者
が
認
知
症
に
な
っ
て
も

尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
穏
や
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
権
利
擁
護
の

推
進
、
高
齢
者
虐
待
防
止
・
早
期

対
応
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解

の
た
め
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
、
さ
ら
に
、
専
門
員
に
よ

る
相
談
機
能
を
充
実
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
総
合
相
談
支
援
を
充

実
し
、
地
域
・
医
療
・
福
祉
・
介

護
な
ど
関
係
者
と
の
連
携
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
元
気
づ
く
り

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
づ
く
り
を

充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

す
べ
て
の
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、
人
吉
市
は
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

総人口・高齢者数の見込み（各年度10月１日現在）単位：人
35,927
35,538

34,993

34,640

34,323

34,001

65歳以上人口

総人口

10,493
10,484

10,461

10,631

10,836

11,036
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所得段階 対　象　者 20年度 負担割合
（21年度〜）

21年度 22年度 23年度

第１段階
・生活保護を受けている
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金
  を受けている

28,100円 0.5 28,300円 28,700円 29,100円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計
所得金額＋課税年金収入額が80万円以下

33,700円 0.55 31,200円 31,600円 32,000円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、第２段階に
該当しない

42,100円 0.75 42,500円 43,100円 43,700円

第４段階
（特例）

世帯の誰かに住民税が課されているが、
本人は住民税非課税で、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が80万円以下

51,100円 0.9 51,000円 51,700円 52,400円

第４段階
世帯の誰かに住民税が課されているが、
本人は住民税非課税で、第４段階（特例）
に該当しない

56,200円 1.0 56,700円 57,500円 58,200円

第５段階
（特例）

本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が125万円未満

65,200円 1.2 68,000円 69,000円 69,900円

第５段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が125万円以上200万円未満

70,200円 1.25 70,800円 71,800円 72,800円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が200万円以上

84,300円 1.5 85,000円 86,200円 87,400円

人吉市の介護保険料（年額）
本人と世帯の課税状況や所得により段階的に調整されています。基準額は、第４段階の保険料です。

65歳以上の方の介護保険料が変わります
　今後の高齢者の数や必要となる介護サービス量の見込みをもとに、平成21年度から３か年の介護保険料を決定し
ました。介護が必要となったとき、誰もが安心してサービスを利用できるように、介護保険料の支払いについて、皆
さんのご理解とご協力をお願いします。

▶介 護 保 険 制 度 の こ と　市高齢者支援課（❹番窓口）
▶介護保険料の金額のこと　市税務課（❼番窓口）
▶介護保険料の支払いのこと　市納税課（❽番窓口）

→
基
準
額
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　 ひ と よ し の 人　

平
成
21
年
６
月
２
日
、
東
京
・
渋
谷
で

開
催
さ
れ
た
「
ヤ
マ
ハ
・
ガ
ラ
・
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
０
９
」。
そ
こ
で
人
吉
市
に

住
む
一
人
の
女
の
子
が
、
自
分
で
作
曲
し
た

曲
を
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
で
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
共
演
し
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、
第
一
中
学
校
に
通
う
少
し

お
と
な
し
め
の
３
年
生
で
す
。
電
子
オ
ル
ガ

ン
を
習
い
始
め
た
の
は
４
歳
の
こ
ろ
。
現
在

大
学
３
年
生
の
お
姉
さ
ん
が
、
小
学
生
の
こ

ろ
に
通
っ
て
い
た
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
教
室
に

つ
い
て
行
き
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
既
に
作
曲
を

手
が
け
て
い
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　

今
回
、
同
楽
団
と
の
共
演
で
演
奏
し
た
曲

「
流

り
ゅ
う
じ
ん
て
ん
け
い

人
転
景
～
悠
久
の
流
れ
は
未
来
へ
続
く

～
」
は
、
山
下
さ
ん
が
中
学
１
年
生
の
冬
に

作
曲
し
、「
中
国
系
の
曲
で
、
中
国
で
暮
ら
す

た
く
さ
ん
の
人
々
の
暮
ら
し
と
、
移
り
行
く

景
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
」
も
の
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
１
，
８
０
０
人
の
観
客

を
前
に
見
事
演
奏
し
き
っ
た
感
想
は
、「
弾
く

前
は
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
終
わ
っ
た
と
き
は

す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
点
数
を
つ
け
る
な
ら

１
０
０
点
」。
ま
た
、
山
下
さ
ん
の
お
母
さ
ん

は
、「
共
演
さ
れ
た
同
楽
団
や
、
今
ま
で
指
導

し
て
も
ら
っ
た
先
生
方
な
ど
多
く
の
方
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
、
責
任
を
果
た
し
た
安
心
感

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
演
奏
後
は
涙
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
」
と
本
当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
「
電
子
オ
ル
ガ
ン
１
台
で
い
ろ
ん
な
音
が

表
現
で
き
る
こ
と
が
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
魅

力
」
と
話
し
て
く
れ
た
山
下
さ
ん
は
、
ま
だ

中
学
３
年
生
。
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

やました　ふゆみ
平成６年８月17日生まれ。Ｂ型。好
きな食べ物はオムライス。電子オルガ
ン以外で一番楽しいことは「マンガの
本を読んだり、ＣＤを聞いたりするこ
と」。弾いていて楽しい曲は「ノリが
いい曲」なんだとか。

自作の曲で日フィルと共演！
山下　芙祐実 さん（西間上町）

＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

写真提供＝（財）ヤマハ音楽振興会
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私
た
ち
の
ま
ち
、
人
吉
市
。
清

流
球
磨
川
と
人
吉
盆
地
の
山
々
か

ら
な
る
山
紫
水
明
の
大
自
然
。
そ

し
て
歴
史
と
文
化
を
背
景
に
伝

統
あ
る
街
並
み
や
そ
こ
に
住
む

人
々
。
や
さ
し
い
風
、
光
、
そ
し

て
笑
顔
。
そ
の
全
て
が
癒
し
の
世

界
。
そ
ん
な
わ
が
ま
ち
人
吉
を
、

世
界
で
一
番
健
康
で
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

第
３
回
は
、「
人
吉
市
の
顔
」

人
吉
観
光
案
内
人
の
皆
さ
ん
で

す
。
平
成
７
年
３
月
29
日
の
設
立

当
時
、
会
員
24
人
で
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、現
在
の
会
員
は
79
人
。

職
業
も
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
、
観

光
施
設
の
経
営
者
や
会
社
員
そ
し

て
主
婦
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
で
も

純
粋
に
フ
リ
ー
で
案
内
で
き
る
会

員
は
20
人
ほ
ど
。
全
員
が
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
お
客
様
が
お

一
人
で
も
１
０
０
人
で
も
変
わ
ら

な
い
熱
い
案
内
が
モ
ッ
ト
ー
。
お

客
様
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
、
い
え
、
い
え
外
国
の
お
客

様
も
案
内
し
ま
す
。
過
去
３
年
間
の

実
績
は
、
５
１
５
件
９
，
９
７
２
人

の
お
客
様
を
案
内
し
、
案
内
時
間
の

合
計
は
、
ゆ
う
に
１
，
３
０
０
時
間

を
超
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
案
内
を
し
た
後
に
心
温
ま
る

お
手
紙
を
頂
き
自
信
を
つ
け
た
り
、

こ
こ
ろ
残
り
の
す
る
対
応
で
は
な

か
っ
た
か
と
反
省
し
た
り
。
養
成
講

座
を
受
講
し
、
資
格
を
認
定
さ
れ
た

案
内
人
さ
ん
で
も
、
月
に
一
度
の
研

修
会
で
観
光
対
象
の
学
習
だ
け
で
は

な
く
、
お
客
様
に
対
す
る
対
応
の
仕

方
、
お
客
様
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

る
お
も
て
な
し
の
こ
こ
ろ
を
磨
き
ま

す
。
ま
さ
に
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

で
す
。

　

人
吉
観
光
案
内
人
さ
ん
は
、「
市

民
総
観
光
案
内
人
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
な
ら
任
せ
て
と
い

う
市
民
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
い
て
、

い
つ
で
も
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
ほ
の

か
な
快
さ
が
残
る
案
内
を
す
る
事
が

で
き
た
ら
・
・
・
総
元
気
応
援
団
の

発
想
で
す
。

　

会
長
の
鶴
上
寛
治
さ
ん
は
「
私
達

は
、
こ
の
町
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
の

ま
ち
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
嬉

し
く
て
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
の

こ
と
が
お
客
様
に
お
国
自
慢
と
し
て

快
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

人吉観光案内人のみなさん
人吉が好き。人と人とのきずなを大切に

健康で笑顔で暮らせるまちづくりにはげむ
素敵な仲間がここにいる。

わが人
ま ち

吉の

観光案内人研修会の様子
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災害発生！あなたは大丈夫？　人吉市防災実動訓練

“春のじゅぐりっと”フィナーレ
ふろBARでJAZZばい

青井さん国宝指定１周年
邦楽演奏と文化講演会の夕べ

　

４
月
24
日
か
ら
市
内
各
所
で
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
物
が
開
催
さ
れ
た
春
の

じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
。
そ
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
り
、
５
月
30
日
、
九
日

町
の
新
温
泉
で
「
ふ
ろ
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
ば
い
」
と
名
づ
け
た
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
温
泉
の
男
湯
の
脱
衣
場
を
ス

テ
ー
ジ
と
観
客
席
に
し
た
会
場
に
、

ド
リ
ン
ク
を
片
手
に
し
た
40
人
以
上

の
観
客
が
集
ま
り
、
２
組
の
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ジ
ャ
ズ
を
聞
き
に
来
て
い
た
女

性
は
、「
と
て
も
雰
囲
気
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
し

て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　

５
月
30
日
に
、
人
吉
東
小
学
校
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
防
災
実
動
訓
練

が
開
催
さ
れ
、
市
消
防
団
、
人
吉
下

球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部
、
人
吉
警

察
署
、
陸
上
自
衛
隊
第
８
特
科
連
隊

第
２
大
隊
な
ど
16
団
体
約
５
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
激
し

い
雨
に
よ
り
球
磨
川
の
水
位
が
急
激

に
上
昇
し
避
難
判
断
水
位
の
3.2
メ
ー

ト
ル
に
達
し
た
事
態
を
想
定
。
球
磨

川
右
岸
の
９
町
内
（
九
日
、
紺
屋
、

鍛
冶
屋
、
大
工
、
二
日
、
五
日
、
七

日
、
下
新
、
上
新
）
の
避
難
訓
練
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
難
者
救
助

訓
練
、
が
け
崩
れ
被
災
車
両
救
助
訓

練
な
ど
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

が
け
崩
れ
被
災
車
両
救
助
訓
練

は
、
被
災
者
役
の
消
防
団
員
３
人
を

重
な
り
合
っ
た
車
両
か
ら
自
衛
隊
・

消
防
隊
員
が
救
出
し
、
人
吉
総
合
病

院
の
Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
現
場
で
医
療

支
援
と
治
療
の
優
先
順
位
を
決
め
る

医
療
チ
ー
ム
）
に
よ
る
現
場
処
置
の

あ
と
、
重
症
者
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

搬
送
す
る
と
い
う
も
の
。
災
害
時
の

本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
し
た
動
き

に
、
見
学
者
は
息
を
飲
ん
で
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
館
で
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
、
訓
練

終
了
後
、
参
加
者
に
は
炊
き
出
し
訓

練
で
作
ら
れ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

で
青
井
阿
蘇
神
社
の
国
宝
指
定
１
周

年
を
記
念
し
た
「
邦
楽
演
奏
と
文
化

講
演
会
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
神
社
の
境
内
を
模
し
た
ス

テ
ー
ジ
で
、
獅
子
舞
や
球
磨
神
楽
な

ど
、
お
く
ん
ち
ま
つ
り
の
様
子
を
再

現
し
た
創
作
舞
台「
青
井
阿
蘇
神
社
」

の
披
露
で
開
演
。
そ
の
後
の
「
語
り

続
け
る
物
語
」
と
題
し
た
講
演
で
福

川
宮
司
は
、「
厳
粛
な
と
こ
ろ
は
神

社
側
が
責
任
を
持
ち
、
賑
や
か
な
と

こ
ろ
は
民
間
が
盛
り
上
げ
る
『
神
民

一
体
の
神
社
づ
く
り
』
を
し
て
い
く

こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
に
な
れ

ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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長年の功績をたたえて
稲
い な ど め

留さんに総務大臣感謝状を贈呈

千玄室大
だい そ う じ ょ う

宗匠を迎えて
国宝青井阿蘇神社で献茶式

父の日に牛乳(ちち)を贈ろう！
牛乳消費拡大キャンペーン

　

行
政
相
談
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
稲

留
久
惠
さ
ん
（
瓦
屋
町
）
に
対
す
る
、

総
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
伝
達
式

が
、
５
月
27
日
に
市
役
所
で
あ
り
、
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
留
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
４
月
か
ら

平
成
21
年
３
月
ま
で
の
実
に
22
年
間
、

市
民
と
行
政
の
架
け
橋
と
な
り
、
毎
月

行
わ
れ
る
「
く
ら
し
の
相
談
」
を
は
じ

め
、
日
常
的
に
数
々
の
相
談
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
稲
留
さ
ん
は
「
相
談
者
が

（
悩
み
や
苦
情
を
）
話
す
こ
と
で
、
自

分
の
気
持
ち
が
解
放
さ
れ
笑
顔
に
な

る
。
そ
の
笑
顔
が
支
え
と
な
っ
て
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
22
年
間
を

振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。　

　

５
月
31
日
、
青
井
阿
蘇
神
社
で
茶

道
裏
千
家
前
家
元
の
千
玄
室
大
宗
匠

を
迎
え
て
献
茶
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
人
吉
市
青
年
会
議
所
の
依
頼
で

実
現
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
市

内
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
九
州
一
円
か

ら
茶
道
関
係
者
な
ど
約
７
５
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
千
玄
室
氏
が
献
茶
。

境
内
に
は
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
一
連
の
様
子
に
全
員
が
見
入

り
、
静
寂
の
な
か
厳
か
に
献
茶
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
人

吉
旅
館
で
は
「
薄う

す
ち
ゃ
せ
き

茶
席
」「
点
心
席
」

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
た
ち

が
各
席
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
15
日
に
球
磨
酪
農
女
性
部
か
ら

３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
に
牛
乳

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

地
元
で
生
産
さ
れ
た
安
全
で
安
心
な
牛

乳
を
、
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め

の
牛
乳
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
父

の
日
に
牛
乳
（
ち
ち
）
を
贈
ろ
う
！
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

同
部
の
村
田
部
長
は
、「
現
在
、『
飲

む
牛
乳
』
は
消
費
が
低
迷
し
て
い
る
の

で
、『
食
べ
る
牛
乳
』を
推
進
し
て
い
る
。

球
磨
酪
農
女
性
部
で
は
、
牛
乳
を
使
っ

た
料
理
教
室
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
興

味
が
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
球
磨

酪
農
（
☎
㉟
０
６
８
１
）
ま
で
。

消防署で訓練！
ジュニアリーダー塾開講式

 

６
月
20
日
に
、
市
子
ど
も
育
成
連
絡

協
議
会
主
催
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
塾

の
開
講
式
が
中
央
消
防
署
で
行
わ
れ
、

市
内
の
中
学
生
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
子
ど
も
会

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
し
て
の
役
割

で
、
大
人
と
子
ど
も
の
パ
イ
プ
役
。
そ

の
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
大
き
く
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
年
間
７
回
の
塾

行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
消
防
署
員
を
講
師
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
体
験
や
、
ロ
ー
プ
の
結
び
方
の
講

習
な
ど
を
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

最
後
は
、
一
番
の
お
楽
し
み
の
は
し
ご

車
の
試
乗
に
全
員
大
喜
び
で
し
た
。
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笑顔いっぱい！楽しい運動会
人吉球磨特別支援学級等合同運動会

仲良しでも犬猿の仲？
田坂さんちの犬（リリ）と猿（モモ）

つなげ絆 みんなの力は日本一
人吉西小学校運動会

　

球
磨
郡
市
36
校
約
１
０
０
人
の
生
徒

を
集
め
、
第
39
回
人
吉
球
磨
特
別
支
援

学
級
等
合
同
運
動
会
が
、
６
月
20
日
、

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
、
大
会
会
長
の
岩
野
小
学

校
橋
本
辰
治
校
長
が
「
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
精
一
杯
出
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
場
に
は
、
各

学
校
手
づ
く
り
の
思
い
の
こ
も
っ
た
応

援
旗
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
飾
ら
れ
、
そ

の
中
で
競
技
や
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
運
動
会
な
ど
の
集
団
行
動
に
よ
り

自
分
も
他
人
も
好
き
に
な
る
と
い
う
自

尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

す
。
楽
し
い
笑
顔
の
大
会
で
し
た
。 走りゆく列車の中の音楽会

木野雅之ミニコンサート
　

６
月
24
日
、
く
ま
川
鉄
道
の
午
後
０

時
27
分
人
吉
温
泉
駅
発
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」

号
の
中
で
、
木
野
雅
之
さ
ん
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

木
野
さ
ん
は
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
も
務
め
る
世
界
的
な
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
木
野
さ
ん
が

幼
少
期
に
湯
前
町
で
過
ご
し
た
こ
と
が

あ
る
こ
と
や
、
鉄
道
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ

と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

木
野
さ
ん
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
な
ど

数
曲
を
演
奏
さ
れ
、
曲
が
終
わ
る
た
び

に
乗
り
合
わ
せ
た
乗
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
、
初
め
て
の
５
月
開
催

と
な
っ
た
人
吉
西
小
学
校
（
児
童
数

３
４
６
人
）
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
秋
に
学
力
充
実
研
究
指
定
校
発
表

会
を
予
定
し
て
い
る
た
め
こ
の
時
期
の

開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
つ
な
げ
絆 

み
ん
な
の
力
は
日
本

一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
紅
白
に
分
か
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
か
ら
の
応

援
を
受
け
、
徒
走
、
技
巧
走
、
応
援

合
戦
そ
し
て
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
と
元
気

い
っ
ぱ
い
に
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
絶
好
の
快
晴
に
恵
ま
れ

た
も
の
の
強
い
突
風
に
砂
塵
が
舞
い
あ

が
り
、応
援
席
は
砂
だ
ら
け
で
し
た
が
、

児
童
ら
は
、最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

　

大
野
町
の
田
坂
和
彦
さ
ん
宅
で
飼
っ

て
い
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド

の
リ
リ
（
２
歳
）
は
、
現
在
、
子
育
て

真
っ
最
中
で
す
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
様

子
が
ヘ
ン
。

　

よ
く
見
る
と
、
リ
リ
に
抱
き
つ
い
て

い
る
の
は
小
猿
。
こ
の
小
猿（
＝
モ
モ
）

は
、
田
坂
さ
ん
が
６
月
中
旬
に
山
の
中

で
親
か
ら
は
ぐ
れ
て
い
る
の
を
発
見
。

自
宅
に
連
れ
て
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
４
月

に
子
犬
を
産
ん
だ
ば
か
り
の
リ
リ
が
４

匹
の
子
犬
た
ち
と
一
緒
に
面
倒
を
見
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

モ
モ
は
リ
リ
に
ず
ー
っ
と
べ
っ
た

り
。
子
犬
た
ち
と
も
仲
良
く
遊
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。
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↓点線に沿って切り取ってください

　このポストカードは、前略
広報ひとよし様（P.23）のコー
ナーへのおたより（広報ひと
よしへの感想や人吉への思
い、身近な出来事など）にお
使い下さい。官製はがきや封
書、メールでのおたよりも大
歓迎です。お待ちしています。

POST　CARD

お手数ですが

50 円切手を

お貼り下さい

8 6 0 18 6 8

　 ふりがな

年齢：　　　　　歳　　　　　性別：　男・女
ペンネームなど

電話番号

◆お名前 

◆ご住所 

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表）　☎22−２１１１　　カルチャーパレス　☎24−３３１０　　スポーツパレス　☎22−１６８８

水　道　局　☎22−５４９７　　保 健 セ ン タ ー　☎24−８４２０　　石 野 公 園　☎24−６７００

人吉市役所
　　秘書課
広報広聴係　行

（NO.2009.7）

お
知
ら
せ

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
高
齢

者
の
方
が
急
病
に
か
か
っ
た
時
や
災

害
な
ど
の
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、管
理
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
行
き
、

救
急
車
の
出
動
要
請
な
ど
迅
速
な
対

応
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

市
高
齢
者
支
援
課
で
は
、
こ
の

高
齢
者
の
た
め
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

失
業
な
ど
に
よ
り
前
年
中
の
給

与
所
得
が
５
０
０
万
円
以
下
の
世

帯
で
、
本
年
中
の
所
得
が
前
年
中

に
対
し
3
割
以
上
減
少
す
る
場
合

に
保
険
税
（
所
得
割
）
の
軽
減
、

ま
た
は
免
除
を
行
い
ま
す
。

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

①
申
請
書(
税
務
課
に
あ
り
ま
す)

②
印
鑑 
③
退
職
証
明
書 

④
申
請

年
中
の
給
与
支
払
証
明
書
な
ど

（
支
払
額
の
わ
か
る
も
の
）
⑤
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
資
格

が
な
い
場
合
、
そ
の
旨
を
会
社
か

ら
証
明
） 

⑥
年
金
額
改
定
通
知
書

（
離
職
に
よ
る
額
改
定
が
あ
っ
た

場
合
の
み
）
⑦
確
定
申
告
書
な
ど

前
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
。

以
上
の
書
類
は
写
し
で
申
請
可
能
で
す
。

問
合
せ　
市
税
務
課
諸
税
係

国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

装
置
を
高
齢
者
に
貸
し
出
す
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
出
対
象
者　
①
65
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
（
同
居
の

家
族
が
昼
間
や
夜
間
に
不
在
と
な

る
場
合
も
含
む
）
で
、
介
護
保
険

の
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
。
ま
た
は
脳
梗
塞
か

心
筋
梗
塞
の
既
往
症
が
あ
る
方
。

②
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
か
か
え

る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ

て
、
介
護
す
る
方
が
病
弱
で
あ
る

世
帯
の
方
。

費
用
な
ど　
利
用
さ
れ
る
世
帯
の

方
の
市
民
税
額
に
応
じ
て
負
担
額

が
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
市
高
齢
者
支
援
課
高
齢

福
祉
係

　

本
年
7
月
16
日
（
木
）
に
平
成

21
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
所
得

票
）と
社
会
保
障
に
お
け
る
公
的
・

私
的
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意
識
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
人
吉
市
に

つ
い
て
は
、
2
地
区
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

各
調
査
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
調

査
地
区
に
居
住
さ
れ
て
い
る
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

国
民
生
活
基
礎
調
査
な
ど
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



↓点線に沿って切り取ってください

　

市
税
滞
納
処
分
で
差
し
押
え
た

動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
入

札
を
行
い
ま
す
。

参
加
申
込　

7
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

7
月
27
日
（
月
）
午
後
５
時

入
札
実
施
（
せ
り
売
り
方
式
）

7
月
31
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

8
月
3
日
（
月
）
午
後
３
時

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
公
売

物
件
ご
と
の
参
加
申
込
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
サ
イ
ト
上
に
あ
る

ヘ
ル
プ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
納
税
課
整
理
係

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

夏
休
み
期
間
中
、
開
館
時
間
の

延
長
と
学
習
室
の
開
放
を
し
ま
す
。

【
図
書
館
】

期
間　
7
月
22
日
（
水
）
〜

8
月
25
日
（
火
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
休
館
日

（
月
曜
日
）
は
除
く

時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

【
学
習
室
】

期
間　
7
月
18
日
（
土
）
〜

8
月
25
日
（
火
）

※
休
館
日
は
除
く

夏
休
み
の
市
図
書
館
は

午
後
6
時
ま
で
!

時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
会
議
室

問
合
せ　
市
図
書
館

（
☎
㉔
３
５
１
８
）

募　
　
集

【
第
4
回
伝
承
料
理
短
期
講
座
】

　

昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
郷
土

料
理
を
学
び
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
調
理
実
習
を
通
し
て
、
仲
間

づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

募
集
人
員　
25
人

※
昨
年
ま
で
に
伝
承
料
理
短
期
講

座
を
受
講
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く

募
集
締
切　
７
月
21
日
（
火
）

内
容　
味
噌
づ
く
り
、
桜
餅
・
い

き
な
り
団
子
、
豆
腐
づ
く
り
・
お

か
ら
料
理
、
鹿
デ
ミ
グ
ラ
ス
煮
・

山
菜
の
ち
ら
し 

な
ど

講
師　
上
村
粹
子
さ
ん
、
片
岡
賢

子
さ
ん
、
大
無
田
ト
ミ
子
さ
ん
、

元
田
房
子
さ
ん
（「
く
ま
も
と
ふ

る
さ
と
食
の
名
人
」
の
方
）

※
講
座
日
ご
と
に
講
師
が
変
わ
り

ま
す
。

受
講
日　
7
月
29
日
、8
月
19
日
、

9
月
2
日
・
30
日
、
10
月
14
日
の

全
5
回
。
※
い
ず
れ
も
水
曜
日

時
間　
午
後
1
時
30
分
か
ら

会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

高
齢
者
趣
味
の
講
座

【
楽
し
く
遊
ぼ
う
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
】

　
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
は
、
江
戸
期

に
全
国
で
人
気
を
集
め
た
カ
ル
タ

遊
び
で
す
が
、
日
本
中
で
な
ぜ
か

人
吉
だ
け
に
残
り
伝
え
ら
れ
て
い

る
郷
土
文
化
で
す
。
こ
の
機
会
に

手
に
と
っ
て
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員　
20
人

※
伝
承
料
理
講
座
と
の
重
複
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

募
集
締
切　
7
月
17
日
（
金
）

講
師　
立
山
茂
さ
ん
（
鍛
冶
屋
町

街
並
保
存
会
会
長
）

受
講
日　
7
月
23
日
・
30
日
、
8

月
6
日
・
20
日
の
全
4
回
。

※
い
ず
れ
も
木
曜
日

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
人
吉
市
老
人
趣
味
の
家

◆

受
講
資
格　
市
内
に
居
住
し
て
い

る
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

受
講
料　
無
料
（
伝
承
料
理
講
座

は
、
材
料
費
２
，
０
０
０
円
程
度

自
己
負
担
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
ＦＡＸ
で
左

記
ま
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
講
座
と
も
応
募
者
が
定
数
の

半
分
に
満
た
な
い
と
き
は
開
講
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

定
員
を
超
え
た
場
合
、
趣
味
の
講

座
未
受
講
者
を
優
先
し
、
抽
選
し

ま
す
。

問
合
せ　
市
高
齢
者
支
援
課
高
齢

福
祉
係
（
ＦＡＸ
㉔
９
５
３
６
）

男
女
共
同
参
画
に

取
り
組
む
事
業
者
募
集

　

男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
を
知
事
が
表
彰
し
ま
す
。
表

彰
さ
れ
た
事
業
者
の
取
り
組
み
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
県
民
に

広
く
紹
介
し
ま
す
。

対
象　
女
性
の
登
用
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
者
（
自
薦
・
他
薦
可
）

募
集
締
切　
7
月
31
日
（
金
）

問
合
せ　

県
男
女
参
画
・
協
働

推
進
課
（
☎
０
９
６–

３
３
３–

２
２
８
７
）



１
㈬
広
報
配
布
、
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

２
㈭
心
配
事
相
談
所（
社
会
福
祉
協
議
会
）

３
㈮

4
㈯
球
磨
人
吉
中
体
連
大
会
（
〜
9
日
）

５
㈰
夏
祈
祷
祭
（
矢
黒
神
社
）

市
図
書
館
お
楽
し
み
会

６
㈪

７
㈫
無
料
法
律
相
談
（
市
役
所
）

８
㈬

９
㈭

10
㈮
市
民
プ
ー
ル
夜
間
オ
ー
プ
ン

11
㈯
祇
園
さ
ん
夏
祭
（
下
林
町
〜
12
日
）

12
㈰

13
㈪
も
の
忘
れ
相
談
（
市
役
所
別
館
）

14
㈫

15
㈬
広
報
配
布

16
㈭

17
㈮
小
中
学
校
終
業
式

18
㈯
中
原
校
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

19
㈰

20
㈪
海
の
日

21
㈫
無
料
法
律
相
談
（
市
役
所
）

22
㈬
部
分
日
食
観
察
会

23
㈭

24
㈮
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

25
㈯

26
㈰
児
童
に
よ
る
童
話
発
表
大
会

27
㈪

28
㈫

29
㈬

30
㈭

31
㈮

7
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

健　
　
康

献
血
の
お
願
い

◆
7
月
14
日
（
火
）

【
球
磨
地
域
振
興
局
】

試　
　
験

熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

受
験
資
格　
原
則
と
し
て
、保
健
、

医
療
、
福
祉
の
分
野
で
通
算
5
年

（
一
部
10
年
）
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方

試
験
日　
10
月
25
日
（
日
）

会
場　
熊
本
学
園
大
学
、
熊
本
大
学

受
付
期
間　
7
月
6
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
17
日
（
金
）

申
込
方
法　
受
験
申
込
書
は
「
試

験
案
内
」
巻
末
の
専
用
封
筒
を
使

用
し
、
1
通
に
つ
き
1
名
分
を
必

ず
簡
易
書
留
で
左
記
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
※
持
参
に
よ
る
申

込
書
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

受
験
手
数
料　
８
，
８
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　
熊
本
県
社
会

福
祉
協
議
会　

福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー(

〒
８
６
０–

０
８
４
２

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３–

７　

☎

０
９
６–

３
２
２–

８
０
７
７
）

防
衛
省
職
員
採
用

Ⅲ
種
試
験

受
験
資
格　
昭
和
63
年
4
月
2
日

〜
平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

試
験
区
分　
一
般
事
務
、
電
気
、

機
械
、
土
木
、
建
築

一
次
試
験　
9
月
27
日
（
日
）

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
世
界

各
地
へ
と
広
が
っ
て
お
り
、
国
内
間
で

の
感
染
（
6
月
21
日
に
は
、
熊
本
県
内

初
の
感
染
が
確
認
）
も
拡
大
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

症
状　
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
似
た
症
状
が
出
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
熱
、
せ
き
、
倦け

ん
た
い怠

感
、
食
欲
不

振
、関
節
痛
な
ど
。
そ
の
ほ
か
、鼻
水
、

の
ど
の
痛
み
、
吐
き
気
、
下
痢
な
ど

の
症
状
を
発
す
る
人
も
い
ま
す
。

予
防　
①
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス

ク
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
十
分

な
睡
眠
を
と
る　

②
せ
き
、
く
し
ゃ

み
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
け
る
。

マ
ス
ク
が
な
い
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
顔
を
そ
む

け
る
。
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す

ぐ
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
る
。

患
者
発
生
地
へ
行
か
れ
る
方

　
予
防
対
策
を
心
が
け
て
、
発
生
地

か
ら
帰
っ
て
か
ら
一
週
間
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
様
の
症
状
に
注
意
し
、

症
状
が
出
た
場
合
は
、
病
院
へ
直
接

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
7
月
28
日
（
火
）

【
人
吉
建
設
会
館
】

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
需
要
の
多
い
４
０
０
ｍ
ｌ
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

　世界天文年の今年は、日本の陸地で46年ぶりの皆既日食が起こる年でもあります。
月が太陽の姿を隠してしまう現象を”日食 ”と呼びます。月の姿が太陽より大きく見える
ため、太陽の全体を隠してしまうのが皆既日食です。日本では皆既帯の中心線にもっと
も近い鹿児島県のトカラ列島でその様子が見られますが、人吉では部分日食として観察
できます。午前11時前には、太陽がまるで三日月のようなかたちになります。
　この不思議な天文ショーを一緒に体験してみませんか？

行
か
ず
左
記
ま
で
電
話
し
て
指
示
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
人

吉
保
健
所
（
☎
㉒
３
１
０
７
）

試
験
地　
熊
本
市
ほ
か

受
付
締
切　
7
月
17
日
（
金
）

問
合
せ　

九
州
防
衛
局
総
務
部
総

務
課
人
事
係
（
☎
０
９
２–

４
８
３–

８
８
１
５
）

期 日　7月22日（水）
時 間　午前10 時〜11時 30 分
場 所　カルチャーパレス
参 加 料　保険代１００円
募 集 対 象　小学校4 年生以上の学生

定 員　25人（定員になり次第締め切り）
募 集 締 切　7月15日（水）
応 募 方 法　印鑑と保険代１００円を添えて
　　　　　直接カルチャーパレスへ
問 合 せ　カルチャーパレス（☎㉔３３１１）

部分　 食観察会のお知らせ日

市
内
の
夏
ま
つ
り
情
報
は
7
月
15
日

号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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巻
の
十
三 ―

老お
い
が
み
じ
ん
じ
ゃ

神
神
社―

（
そ
の
一
「
老
神
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
」）

　

今
回
か
ら
、
青
井
さ
ん
と
も
関
わ
り

の
深
い
、
老
神
神
社
を
紹
介
す
る
ぞ
。

　

老
神
さ
ん
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
老
神

神
社
は
、
青
井
阿
蘇
神
社
勧か
ん
じ
ょ
う
請
の
翌
年
、

大
同
二
年
（
八
〇
七
年
）
に
勧
請
さ
れ
て

お
り
、
青
井
さ
ん
と
同
様
に
約
千
二
百
年

の
歴
史
を
も
つ
古
い
神
社
じ
ゃ
。

　

祭
神
は
、
宮
崎
県
霧
島
神
宮
と
同
体

で
、
天あ

ま

つ津
日ひ
だ
か
ほ
の

高
火
邇に

に

ぎ

の

々
杵
命み
こ
と、
木こ
の
は
な花

咲さ
く
や耶

姫
ひ
め
の
み
こ
と

命
、
火ほ
で
り
の照

命み
こ
と、

火ほ

す

せ

須
勢
理り
の
み
こ
と

命
、

豊と
よ
た
ま玉
姫
ひ
め
の
み
こ
と

命
を
祀ま
つ

っ
て
お
る
。
い
ず
れ
も

農
耕
や
、
山
・
海
を
司
る
神
々
と
し
て

有
名
じ
ゃ
。

　

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
年
）
に
は
、
わ

し
長
毎
が
新
し
く
社
殿
群
を
造
り
変
え
て

お
る
。
小
規
模
な
が
ら
建
築
様
式
、
小
壁

な
ど
の
装
飾
は
、
青
井
さ
ん
同
様
、
桃
山

時
代
風
の
手
法
を
い
ち
早
く
と
り
い
れ
て

お
っ
て
豪
華
絢け
ん
ら
ん爛
な
造
り
じ
ゃ
。
色
が
落

ち
て
よ
く
分
か
ら
ん
と
思
う
か
も
し
れ
ん

が
、
御
神
体
の
祀
ら
れ
て
お
る
本
殿
は
全

体
が
茅か
や
ぶ
き葺

の
鞘さ
や
ど
う堂

（
覆お
お
い
や屋

）
で
保
護
さ
れ

て
お
り
、
極
彩
色
の
装
飾
が
残
っ
て
お
る
。

　

ち
な
み
に
本
殿
そ
の
も
の
は
、
と
ち
葺

な
の
じ
ゃ
が
、
と
ち
葺
と
は
、
板
葺
の
一

種
で
瓦
大
の
板
を
ウ
ロ
コ
の
よ
う
に
下
か

ら
重
ね
て
い
く
葺
き
方
じ
ゃ
。
柿
こ
け
ら

葺
き

に
も
似
て
お
る
が
、
板
が
厚
い
と
こ
ろ
が

特
徴
じ
ゃ
な
。
本
殿
の
大
き
さ
は
桁け
た
ゆ
き行
、

梁は
り
ま間

と
も
三
間
（
約
五
・
四
メ
ー
ト
ル
）

と
小
さ
い
な
が
ら
、
拝は
い
で
ん殿
、
神じ
ん
く
し
ょ

供
所
も
含

め
て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

お
る
ぞ
。

わ
し
長
毎
が
シ
リ
ー
ズ
で
人
吉
を
紹
介
す
る
ぞ
。

相
さ が ら

良 長
ながつね

毎公
豊臣秀吉から球

磨郡の領地を許

さ れ、 本 格 的 な

城（ 石 垣 造 り の

城）造りにとり

かかった第二十

代当主。

長
毎
公
の

人
吉
め
ぐ
り

　往年のプロ野球選手（日本プロ野球名球会と全国野
球振興会（ＯＢクラブ））が人吉市にやってきます。
ご期待ください。

【 期 日 】　9 月 6日（日）
【 場 所 】　川上哲治記念球場（雨天時：スポーツパレス）
【 時 間 】　開場＝午前 9時　閉会＝午後 3時
【 内 容 】　●少年少女ふれあい野球教室
　　　　　●ふれあい講演会（場所：スポーツパレス）
　　　　　●ドリーム抽選会
　　　　　●アトラクション／プロに挑戦／ホームラン競争
　　　　　●ドリーム・ゲーム
　　　　　　（ドリームチーム vs 人吉市選抜チーム）
　※このほか、9月 5日（土）にスポーツパレスで指導者
　クリニックを開催します。

　この事業には名球会から会長・金田正一氏をはじめとして 8人、ＯＢクラブから 16人が参加予定です。
詳細は、広報ひとよし 8月 1日号に掲載予定です。
　【問合せ】　市社会教育課スポーツ振興係

「ドリーム・ベースボール」開催 !
宝くじスポーツフェア

本殿鞘堂

本殿

老神 ときょ

18広報ひとよし　７月号



よ
か
ば
い
！

こ
の
本

★ 6 月の新刊から ★

市図書館
（☎㉔３５１8）石

いしかわ
川　拓

た く じ
治 著

＊
7
月
の
休
館
日
は
、
6
日・13
日・21
日・27
日
で
す
。

谷
たにがわ

川　俊
しゅんたろう

太郎 文
えびな　みつる 絵

《児童》
ほしにむすばれて

ブログ　http://hitoyoshi-club.net/cl

市社会教育課
Vol. 2

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事

の
流
儀
」
の
書
籍
化
。「
り
ん
ご
の
木
」
は
人
間
と
お

な
じ
、
周
り
の
自
然
の
中
で
、
生
か
さ
れ
て
い
る
生
き

物
。
無
農
薬
・
無
肥
料
の
り
ん
ご
を
実
ら
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
木
村
秋
則
さ
ん
の
、
長
く
壮
絶
な
闘
い
の
記

録
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
星
空
が
大
好
き
で
し
た
。
そ
し

て
お
母
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
世
界
中
の
星
座
の

本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
育
ち
ま
し
た
。祖
父
か
ら
母
親
、

そ
し
て
孫
へ
と
、
星
空
の
魅
力
が
伝
わ
り
ま
す
。

《一般》
奇跡のリンゴ

わが家の１か条 〜家庭教育の大切さを再確認〜

第13 回

西川さんちの１か条

働かざる者食うべからず

　家庭の中でも、それぞれが仕事を持つようにしてます。

　小さいころは、ちょっとしたお手伝いしかできなかった子どもたちが今

では、立派な戦力部隊に成長しました。当然お小遣いも働いた分だけ支給

します。

　ただ、猫のミーヤ（18才）は唯一の遊び人。特別扱いになってます。西川さんご家族
（大畑町）

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人

吉
」
の
お
知
ら
せ
窓
口
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
は
樫
（
か
し
）」「
ラ
ッ
ソ
は
絆
（
き
ず

な
）」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
愛
好
す
る
人
々
が
自

由
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
会
員
制
の
ク

ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。

【
8
月
1
日
か
ら
の
平
成
21
年
度
年
会
費
】

　

年
会
費
は
ジ
ュ
ニ
ア
（
18
歳
以
下
）
４
，０
０
０
円
、

一
般
（
19
歳
以
上
）
９
，０
０
０
円
、フ
ァ
ミ
リ
ー
（
家

族
）
１
３
，
０
０
０
円
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
家
族
何

人
で
も
定
額
な
の
で
、
た
い
へ
ん
お
得
で
す
（
年
会
費

は
入
会
金
と
保
険
料
込
み
で
す
）。

★
イ
ベ
ン
ト
お
知
ら
せ　

　

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

1
回
約
2
時
間
の
教
室
で
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
基
本

投
球
を
学
び
ま
す
。

日
時　
8
月
7
日
・
21
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
集
合

場
所　
人
吉
ス
タ
ー
レ
ー
ン

対
象
者　
小
学
1
年
生
〜
中
学
3
年
生

募
集
人
員　
30
人

参
加
料　
５
０
０
円
（
2
日
分
）

申
込
締
切　
8
月
6
日
（
木
）

申
込
先　
人
吉
ス
タ
ー
レ
ー
ン
（
☎
㉓
２
６
５
１
）

　
8
月
か
ら
新
規
加
入
の
場
合
、

年
会
費
は
１
，
０
０
０
円
引
き
に
な
り
ま
す
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市保健センター

しっかりおこないましょう

「加熱」「手洗い」「消毒」

夏
の
食
中
毒
、　　
　
　
　

　
５
つ
の
鍵
で
防
ご
う
！

　

６
月
か
ら
９
月
の
夏
場
は

食
中
毒
が
多
い
季
節
。
こ
れ

は
、
食
中
毒
の
主
な
原
で
あ
る

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や
サ
ル
モ

ネ
ラ
と
い
っ
た
細
菌
が
、
暑
い

季
節
に
い
ち
ば
ん
増
え
や
す
い

か
ら
で
す
。
と
き
に
は
命
に
も

関
わ
る
怖
い
食
中
毒
を
防
ぐ
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
特

に
「
食
品
を
よ
り
安
全
に
す
る

た
め
の
５
つ
の
鍵
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

食品をより安全にするための

５つの鍵
・食品を取り扱う前だけではな
く、調理中も頻繁に手を洗う。
・トイレに行ったあとには必
ず手を洗う。
・正しい手洗い、まな板・包
丁などの調理器具の洗浄・消
毒をする。
・台所や食材を、ねずみ、昆
虫などからの細菌やウイルス
の害から守る。

・生の肉類・魚介類をほかの
食材と分けて取り扱う。
・生の食品に使用する包丁や
まな板などの調理器具は、加
熱済み食品に使用する調理器
具と分けて使用する。
・生の食品と加熱済み食品は
別の容器で保存する。

・食品、特に肉類、卵および
魚介類はよく加熱する。
・スープやシチューのような食
品は70℃以上にするため沸騰
するまで加熱する。また、肉
類は、肉汁が透明で、ピンク
色でないことを確認する。（温
度計を使用するのが理想的）
・調理済みの食品はよく再加
熱する。

・調理済み食品を室温で２時
間以上放置しない。
・調理済み食品・生鮮食品を保
存するときは素早く冷却する。
・食べるときまで熱い状態を
保つ。
・冷蔵庫内でも食品を長期間
保存しない。
・冷凍された食品を室温で解
凍しない。

・安全な水を使用する。
・新鮮で良質な食品を選別す
る。
・安全性が確保された食品を
選ぶ。
・果物や野菜をよく洗う。（特
に生で食べる場合）
・消費期限を過ぎた食品を使
用しない。

清潔に保つ食品を分けて取り扱う

よく加熱する安全な温度に保つ安全な水と原材料を使う

　

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
や
感
染
性
胃
腸
炎
が

増
え
て
い
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し

て
感
染
し
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹

痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、

特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
は
健
康

な
大
人
よ
り
も
重
症
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

を
防
ぐ
た
め
に
、「
加
熱
」「
手

洗
い
」「
消
毒
」
を
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。
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社団法人
人吉市歯科医師会

　

し
っ
か
り
よ
く
噛か

ん
で
食
べ
る
に

は
、
歯
の
健
康
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

40
歳
以
上
で
自
分
の
歯
の
本
数
が

20
本
以
上
の
方
は
、そ
の
８
割
が
「
何

で
も
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
」

の
に
対
し
、
19
本
以
下
の
方
で
は
半

数
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。（
平

成
16
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
よ
り
）

　
※
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
・
ニ
イ

マ
ル
）
が
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
防
ぎ
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ぐ
基
本
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
歯
を
失
う
原
因
の
９
割
は
む
し
歯
と
歯
周
病
で

あ
り
、
適
切
な
ケ
ア
に
よ
っ
て
確
実
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。 何

で
も
噛か

ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

歯
の
は
な
し

「
め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０
」

第
45
回

テーマ　「健康づくり〜わが家のルール」
応募方法　キャッチフレーズ、住所、氏名、電話番号を明記のうえ、FAX、郵送またはEメールで提出してく
　　　　　ださい。
応募締切　７月17日（金）
選　　考　最優秀賞１点、優秀賞３点程度、入選数点
　　　　　※最優秀賞・優秀賞は、みんなしあわせスマイルフェエスタ（旧健康・福祉まつり）［８月30日］
　　　　　　で表彰し、市内各所（スーパー、各コミセン、学校など）に掲示します。また、市保健センター
　　　　　　の封筒に印刷します。
問 合 せ　市保健センター健康増進係（〒８６８–００７２ 人吉市西間下町７–１）
　　　　　☎２４–８０１０　ＦＡＸ２４–８５４６　Ｅメール　hokencenter@city.hitoyoshi.lg.jp

健康づくりキャッチフレーズ募集中 !

　この作戦は、ウォーキングデーなどの健康に関するイベントに参加したり、自分自身の健康目標を達成する
ことで、星（スタンプ）を集めて、健康と賞品を獲得するというものです。「健康づくり」が第一目的ですが、
多くの団体、企業、各店の皆様が協賛いただくことで、参加者の励みとなり、市全体の健康づくりに大きな力
をもたらすことが期待されます。また、団体などが協賛する事で、社会的評価を大いに高めます。
　「健康で笑顔あふれるまちづくり」を推進するために、多くの皆様のご協力をお待ちしています。
問合せ　ミリオンスターきらきら健康づくり大作戦実行委員会事務局（市保健センター健康増進係内）
　　　　☎２４–８０１０　ＦＡＸ２４–８５４６　Ｅメール　hokencenter@city.hitoyoshi.lg.jp

めざせ100万星ゲット！　めざせ市民のスター、健康の達人！

　目標達成された参加者の方へ贈る賞品（食事券、温泉券、商品券、農産物など）を提供していただ
ける協賛を募集します。また、協賛金・賛助金も大歓迎です。

※
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
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医療のお話し

　
今
や
、
メ
タ
ボ
と
言
え
ば
流
行
語

大
賞
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
も
入
っ
て
お

り
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
知
ら
な

い
人
は
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
メ

タ
ボ
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
て
も
、

中
身
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
人
は

そ
ん
な
に
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
は
、
そ
の
あ
た
り
を
解
り
や
す
く

説
明
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
'08
年
の
4
月
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
施
行
さ
れ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
セ
ッ
ト
で

特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
（
40

～
74
歳
義
務
化
）
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
メ
タ
ボ
と
い
う
言
葉
は
、

肥
満
の
代
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

広
く
国
民
に
浸
透
し
て
、
メ
タ
ボ

健
診
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
上
位
を
占

め
る
心
筋
梗こ

う
そ
く塞

お
よ
び
脳
血
管
障
害

（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
）
の
起

点
が
、
過
食
と
運
動
不
足
の
結
果
、

生
じ
た
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
25
％
以

上
）、
と
り
わ
け
内
臓
脂
肪
蓄
積
に

よ
る
メ
タ
ボ
に
あ
り
、
こ
れ
ら
が
次

第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
な
っ
て
い
く
の
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
病
気
の
重

症
度
と
と
も
に
、
動
脈
硬
化
も
進

行
し
て
い
き
、
最
終
的
に
、
先
ほ

ど
述
べ
た
心
血
管
病
変
の
発
症
へ
と

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
を
考
え
る
と
、
メ
タ
ボ
の
初

期
段
階
の
う
ち
に
、
食
生
活
を
中

心
と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善

を
始
め
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る

事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
メ
タ
ボ
は
、
正
式
に
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
と
言
い
、
診
断
基
準
と

し
て
は
、
男
性
で
ウ
エ
ス
ト
周
囲

径
が
85
㎝
以
上
、
女
性
で
90
㎝
以

上
が
基
本
要
件
で
あ
り
、
加
え
て
、

①
高
脂
血
症
、
②
血
圧
130
／
85
以

上
、
③
高
血
糖
、
の
う
ち
2
項
目

以
上
が
該
当
す
る
者
を
言
い
、
そ

の
程
度
に
応
じ
て
、
様
々
な
保
健

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

外
来
診
察
を
し
て
い
る
と
、
中

年
太
り
の
人
が
お
腹
の
脂
肪
を
摘
ま

ん
で
、「
先
生
、
私
は
メ
タ
ボ
で
す

も
ん
ナ
！
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
事
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
方
が
、
摘
ま
ん
で

い
る
の
は
、実
は
皮
下
脂
肪
で
あ
り
、

我
々
が
言
う
内
臓
脂
肪
と
は
違
う

の
で
、
注
意
を
要
し
ま
す
。
内
臓
脂

肪
は
、
外
か
ら
は
、
摘
ま
ま
れ
ず
、

腹
部
の
臓
器
の
間
に
蓄
積
し
た
脂

肪
の
事
を
言
い
、
正
確
に
は
、
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
で
内
臓
脂
肪
の
面
積
を
測

定
す
る
事
で
、
は
っ
き
り
し
た
事
が

分
か
り
ま
す
。
従
っ
て
、
お
腹
が
出

て
い
る
人
が
必
ず
し
も
メ
タ
ボ
と
は

限
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
現

代
は
、
飽
食
と
車
社
会
の
時
代
で

あ
り
、
幸
か
不
幸
か
メ
タ
ボ
の
元
凶

で
あ
る
過
食
と
運
動
不
足
が
我
々

の
社
会
生
活
の
中
に
深
く
浸
透
し

て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ

ら
一
連
の
病
態
は
、
時
代
が
造
り
だ

し
た
病
気
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
、
よ
く
生
活
習

慣
病
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

に
、「
中
年
以
降
は
、
体
質
が
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
燃

費
効
率
が
若
い
時
よ
り
格
段
に
良
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
よ
」
と
、エ

コ
時
代
の
視
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、「
給
油（
食

事
）
は
、
ハ
イ
オ
ク
で
な
く
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
を
6
～
8
分
程
度
に

し
て
お
い
て
下
さ
い
。
省
エ
ネ
体
質

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
こ
れ
で
十
分

で
す
。
い
つ
も
満
タ
ン
（
過
食
）
に

す
る
と
メ
タ
ボ
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
よ
」

と
注
意
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
メ
タ
ボ
対
策
を
簡
単
に

紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

①
食
生
活
の
改
善
（
動
物
性
脂
肪

を
控
え
、
緑
黄
色
野
菜
と
果
物
を

十
分
に
取
る
、
塩
分
、
砂
糖
は
少

な
め
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
度
に
）

②
適
度
な
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
を
1
日
30
分
以
上
）

③
禁
煙
（
百
害
あ
っ
て
一
利
無
し
）。

　

皆
さ
ん
、
積
極
的
に
メ
タ
ボ
健

診
を
受
け
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
有
意
義
な
人
生
に
な
る
よ
う

早
速
今
日
か
ら
実
践
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

今月のドクター

人吉医師会 副会長　
人吉准看護学院 学院長　外山 博之

メ
タ
ボ
の
話
し　
　

　
　
　
ア
レ
コ
レ

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
の
運

動
会
で
。

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で
の
子
ど

も
た
ち
と
ゲ
ー
ム
に
夢
中
の

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
。
そ
の
笑
顔

が
か
が
や
い
て
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
笑
顔

取
材
先
で
こ
ん
に
ち
は

中
なかむら

村　奈
な お み

緒美
高齢者支援課介護予防係
『市民の心の声に応
えていけるような市
職員になりたいで
す。』
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市長の部屋

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

手
が
か
り
は
、
昭
和
19
年

当
時
、
義
父
の
予
科
練

時
代
の
集
合
写
真
2
枚
だ
け
。

義
父
が
、
こ
の
こ
ろ
を
過
ご
し

た
人
吉
市
に
行
き
、
当
時
お
世

話
に
な
っ
た
人
や
そ
の
近
辺
の

今
の
様
子
を
見
た
い
と
言
い
ま

す
の
で
、
滋
賀
の
彦
根
か
ら
義

父
母
と
一
緒
に
人
吉
市
に
出
か

け
ま
し
た
。
今
回
、
2
枚
の
写

真
と
不
確
か
な
記
憶
し
か
な
い

義
父
の
た
め
に
市
職
員
の
Ｏ
Ｂ

の
方
が
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

い
た
だ
き
、
写
真
を
手
が
か
り

に
私
た
ち
を
い
ろ
ん
な
所
に
案

内
さ
れ
、
本
当
に
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義
父
は
、

7
、
8
年
前
に
も
人
吉
市
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
も
人
吉

市
の
方
に
大
変
親
切
に
し
て
い

た
だ
い
た
と
申
し
て
お
り
ま
し

た
。
今
回
も
う
一
度
人
吉
市
に

行
っ
て
み
た
い
と
言
う
の
で
、

あ
の
写
真
で
は
無
理
を
承
知
で

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
、
本
当
に
も
う
し
わ
け
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
さ
し
い

人
吉
の
方
に
お
会
い
で
き
義

父
・
義
母
と
も
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
い
つ
か
ま
た
や
さ
し
い

人
吉
に
行
け
た
ら
・
・
・
と
思

い
ま
す
。

　
滋
賀
県
彦
根
市
在
住　

　
　
　
　
　
　
　
杉
浦 

節
子

●

　
「
や
さ
し
い
」「
親
切
」
と
い

う
感
情
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

お
た
よ
り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
達
人
吉
市
民
は
無
意
識

の
内
に
、
も
ち
ま
え
の
「
や
さ

し
さ
」
を
振
り
ま
い
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。
こ
こ
ろ
が
温
ま
り

ま
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
広
報
ひ
と
よ
し
」
は
カ

ラ
フ
ル
で
読
み
や
す

い
で
す
。
一
番
の
楽
し
み
は
表

紙
の
写
真
で
す
。
6
月
1
日
号

の
2
人
の
子
ど
も
さ
ん
、
可
愛

い
や
ん
ち
ゃ
坊
主
か
な
。

　
表
紙
の
写
真
展
を
開
い
て
は

い
か
が
で
す
か
。
何
年
か
前
の

表
紙
は
素
敵
な
花
で
し
た
。

　
人
吉
市
在
住　
田
上 

智
子

●

　

毎
号
の
表
紙
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表
紙
の
写

真
展
、
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
で
す

ね
。長

寿
社
会
に
な
っ
た
の
で
、

金
婚
式
の
次
の
式
（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
）
の
表
彰
な

ど
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　
　
人
吉
市
在
住　
執
行 

勲

●

　

結
婚
60
周
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
式
、
そ
れ
を
目
標
に
頑
張

り
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

前
略広

報
ひ
と
よ
し
様

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P15のポストカードをご利用下さい。

ひと好し ちょっといい話

　
い
よ
い
よ
梅
雨
に
入
り
ま
し
た

ね
。
今
年
は
、
集
中
豪
雨
に
な
ら

な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
気
象
情

報
や
市
の
防
災
の
お
知
ら
せ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
5
月
27
日
、
雨
の
朝
の
出

来
事
で
す
。中
学
生
た
ち
が
、三
々
五
々

と
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
城
内
を
歩
い

て
る
の
が
市
長
室
か
ら
見
え
ま
す
。
傘

も
さ
さ
ず
に
で
す
！
親
は
傘
を
持
た
せ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
生
徒
達
を

良
く
見
る
と
、
人
吉
の
中
学
生
と
は
、

制
服
が
違
い
ま
す
。「
あ
っ
、
こ
の
子

た
ち
は
、
修
学
旅
行
の
生
徒
た
ち
だ

な
」
と
分
り
ま
し
た
。

　
傘
も
持
た
ず
に
歩
い
て
い
る
生
徒
た

ち
が
気
の
毒
で
、
ひ
と
グ
ル
ー
プ
に
声

を
か
け
、
市
長
室
に
案
内
し
ま
し
た
。

「
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」、「
浜
松
の

湖
東
中
学
か
ら
で
す
」。

　

こ
の
人
吉
は
、
浜
松
市
の
お
隣

の
牧
之
原
市
と
友
好
都
市
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
ご
縁
は
相
良

氏
に
あ
る
こ
と
や
相
良
家
の
歴
史

を
話
し
、「
青
井
さ
ん
」
に
も
立

ち
寄
る
よ
う
に
勧
め
ま
し
た
が
、

集
合
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
よ
う

で
す
。
ま
た
人
吉
に
遊
び
に
く
る

よ
う
に
と
、
別
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
5
日
後
、
彼
ら
か
ら
礼

状
が
届
き
、「
あ
れ
以
来
、
熊
本
の

ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
が
と
て
も
身
近
に
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
を
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。
そ
う
そ
う
、
そ
の

は
が
き
に
は
、
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の

押
し
花
が
添
え
て
あ
り
ま
し
た
。
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　ジュニアリーダー塾のメイ
ンイベント、はしご車の試乗
体験。今から空高くあがり
ます。緊張の一瞬、でも子
どもたちは笑顔です。そん
な様子を思わずカシャ！

ジュニアリーダー塾開講式
（６/20・中央消防署）

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
21
年
７
月
号
　
第
８
９
４
号

編
集
後
記

　

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
ね
。
こ
の
時
期
に
な
る

と
毎
年
「
去
年
こ
ん
な
に
暑

か
っ
た
か
な
？
」
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

日
差
し
も
強
く
な
り
、
日

焼
け
が
気
に
な
る
今
日
こ
の

ご
ろ
。
運
転
す
る
時
は
、
腕

カ
バ
ー
を
付
け
る
の
で
す

が
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
、

右
手
だ
け
が
ほ
ん
の
り
日
焼

け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
暑

い
日
が
続
く
と
、
体
力
が
落

ち
や
す
く
な
る
の
で
、
睡
眠

や
食
事
な
ど
し
っ
か
り
取
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
ん
な
私

は
最
近
、
暑
さ
を
理
由
に

ビ
ー
ル
に
手
が
伸
び
て
し
ま

い
、
つ
い
グ
ビ
グ
ビ
と
・・・
。

（
け
い
こ
）

編
集
室
か
ら

❶水洗いしヘタを取った梅を塩、水で煮て丸３日間おく。❷水に１日さらし塩

抜きする。❸たっぷりの水に梅を入れ、70℃くらいで20 〜 30分茹でる。❹

やわらかく煮えたら火を止め、手で触れるくらいまで冷まし、水を４、５回替え、

苦味があればさらにさらす。❺冷ましたみつに梅を入れ、とろ火で30分茹でる。 

❻冷めたら梅を取り出し、みつのアクを取りながら３分の１くらいまで煮詰め、

梅にかければ完成。※容器に入れて保存してください。

　

５
〜
６
月
は
梅
仕
事
（
梅
干
し

な
ど
を
仕
込
む
）
の
季
節
で
す
。

梅
は
薬
用
と
し
て
中
国
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
、
梅
酒
、
赤
梅

漬
け
、
梅
サ
ワ
ー
、
煮
梅
、
梅
肉

エ
キ
ス
な
ど
数
限
り
な
い
利
用
法

が
あ
り
ま
す
。
梅
酢
な
ど
は
、
防

腐
剤
と
し
て
い
ろ
ん
な
食
べ
物
の

保
存
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

煮 梅

人吉球磨うまかもんを味わう会 代表

馬場 佳代子さん

青梅（１㎏）／塩（200g）／水（1000cc）

［みつ］水（1400cc）／白ザラメ（白砂糖）（1.4kg）

【材　料】

【作り方】

レシピ

作った人

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

赤梅の梅肉をたたいて細かくし、だし、

砂糖、しょうゆで味付けする。

※和え物などに混ぜるとさっぱりとし

て美味しいです。

【作り方】

梅びしお
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